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は相反する概念ではなく，別次元にあるものとされている（Bryant & Baxter, 1997）。 
自動思考を測定する尺度としては， Automatic Thoughts Questionnaire -Revised（ATQ-R；
Kendall, Howard, & Hays, 1989）が代表的である。ATQ-R は，否定的自動思考と肯定的自動思
考の両方を測定可能であるものの，肯定的自動思考については下位尺度の一つ（10 項目）にまと
められている。肯定的自動思考をより詳細に測定する尺度としては，Automatic Thoughts 




Positive Automatic Thoughts List（PAL ; 白石・越川・南海・道明, 2007）および Negative 
































関東にある 3 つの大学の学生に対し，1 か月の期間を空け，2 回の調査を実施した。初回の調査
への協力者は197名（男性50名，女性144名，不明3名），2回目の調査への協力者は182名（男
性 47 名，女性 132 名，不明 3 名）であり，2 回とも調査に回答し，かつ無効回答のなかった 156
名（男性40名，女性115名，不明1名，初回調査時点の平均年齢20.17歳，SD =1.53）を分析対








事について問う形式のため，2 回目の調査時にのみ使用した。すなわち，1 回目の調査から 2 回目









度ありますか？あてはまる番号に○をつけて下さい」と教示し，NAL と同様の 4 件法で回答を求
め，1 点から 4 点を付与した。得点化は下位尺度ごとに行い，それぞれの項目合計点を分析に使用
した。得点が高いほど，当該肯定的自動思考の生起傾向が高いといえる。 
（3）大学生用日常的出来事尺度（Daily Hassles and Uplifts Scale : DHUS ; 外山・桜井, 1999）：
1回目と2回目の調査の間に経験した出来事の頻度および評価を査定するために施行した。DHUS
は，大学生が日常で経験するネガティブな出来事 24 項目，4 下位尺度（I. 自己に関する―，II. 対
人関係に関する―，III. 大学生活に関する―，IV. 私生活に関する―）とポジティブな出来事項目16
項目，2 下位尺度（V. 自己に関する―，VI. 対人関係に関する―）からなる。全 40 項目について，

























第Ⅴ因子「肯定的気分の維持願望」を除いた 4 下位尺度が 2 回目の SDS 得点と有意な負の相関を
示した。NALおよびPALによって測定される自動思考は，将来の抑うつとも概ね関連しているこ
とが改めて示されたといえ，以降の出来事評価との関係について分析を進める。 

























Table 1. 各査定尺度得点の平均および標準偏差 
  1 回目調査   2 回目調査 
平均（SD） 平均（SD） 
男性（n=40） 女性（n=115） 全体（n=156） 男性（n=40） 女性（n=115） 全体（n=156） 
NAL下位尺度得点(項目数)               
Ⅰ否定的感情表現 (17) 42.63(10.18) 46.19(12.06) 45.22(11.66) 43.45(11.76) 44.09(12.84) 43.85(12.54) 
Ⅱ自信喪失 (11) 25.25(6.67) 27.20(8.19) 26.66(7.84) 26.03(7.65) 26.17(8.71) 26.11(8.40) 
Ⅲ他者非難 (5) 10.95(3.79) 11.49(3.33) 11.36(3.44) 10.73(3.96) 10.95(3.80) 10.88(3.82) 
Ⅳ後悔と恥 (5) 13.48(3.23) 13.17(2.96) 13.26(3.02) 13.35(2.91) 12.19(3.31) 12.49(3.23) 
PAL下位尺度得点 (項目数) 
Ⅰ肯定的感情表現 (6) 20.23(3.48) 19.93(3.58) 19.96(3.58) 20.02(3.50) 19.5(3.69) 19.57(3.73) 
Ⅱ自己および将来に対する自信  
(6) 15.60(4.25) 14.04(3.83) 14.42(3.98)  15.65(4.52) 14.17(3.85) 14.52(4.08) 
Ⅲ肯定的自己評価 (4) 12.28(2.47) 11.90(2.56) 11.99(2.55) 12.43(2.96) 11.52(2.65) 11.73(2.76) 
Ⅳ被受容感 (3) 9.98(2.01) 9.54(2.12) 9.65(2.09) 9.52(2.39) 9.37(2.28) 9.38(2.32) 
Ⅴ肯定的気分の維持願望 (3) 9.78(2.18) 9.92(2.11) 9.89(2.11) 10.30(1.79) 9.58(2.08) 9.73(2.06) 
DHUS下位尺度「頻度」得点 (項目数) 
Ⅰ自己に関するネガティブな出来 
事 (10) ― ― ―  18.81(7.31) 19.85(8.81) 19.65(8.46) 
Ⅱ対人関係に関するネガティブな 
出来事 (6) ― ― ―  5.78(4.73) 6.85(4.91) 6.61(4.88) 
Ⅲ大学生活に関するネガティブな 
出来事 (3) ― ― ―  6.03(2.87) 5.21(2.96) 5.43(2.95) 
Ⅳ私生活に関するネガティブな出 
来事 (5) ― ― ―  9.50(4.77) 9.67(4.13) 9.63(4.28) 
Ⅴ自己に関するポジティブな出来 
事 (9) ― ― ―  12.47(5.86) 13.22(5.74) 13.03(5.74) 
Ⅵ対人関係に関するポジティブな 
出来事 (7) ― ― ―  10.05(5.85) 12.25(6.17) 11.72(6.15) 
DHUS下位尺度「評価」得点（項目数） 
Ⅰ自己に関するネガティブな出来 
事 (10) ― ― ―  27.93(5.18) 28.39(6.28) 28.22(6.02) 
Ⅱ対人関係に関するネガティブな 
出来事 (6) ― ― ―  16.11(2.53) 16.15(2.17) 16.11(2.28) 
Ⅲ大学生活に関するネガティブな 
出来事 (3) ― ― ―  7.71(1.98) 8.18(1.50) 8.07(1.64) 
Ⅳ私生活に関するネガティブな出 
来事 (5) ― ― ―  12.81(2.58) 13.83(2.88) 13.57(2.82) 
Ⅴ自己に関するポジティブな出来 
事 (9) ― ― ―  49.02(5.23) 48.45(3.33) 48.58(3.89) 
Ⅵ対人関係に関するポジティブな 
出来事 (7) ― ― ―  39.46(4.38) 39.36(3.41) 39.38(3.66) 




Table 2. 各査定時点における尺度得点間の相関 
    1 回目調査 






NAL 下位尺度得点                                         
Ⅰ否定的感情表現 .75 ** .72 ** .29 ** .50 ** .04 -.13 .02 -.10 .09 .54 ** 
Ⅱ自信喪失 .66 ** .82 ** .35 ** .44 ** -.10 -.19 * -.12 -.17 * .04 .62 ** 
Ⅲ他者非難 .33 ** .36 ** .60 ** .25 ** .05 .10 .07 -.02 .17 * .18 * 
Ⅳ後悔と恥 .48 ** .47 ** .06 .62 ** -.04 -.11 .04 .05 .13 + .43 ** 
PAL下位尺度得点 
Ⅰ肯定的感情表現 .01 -.10 .03 -.02 .55 ** .41 ** .44 ** .26 ** .22 ** -.36 ** 
Ⅱ自己および将来に対 
する自信 
-.20 * -.23 ** .09  -.18 
* .45 ** .73 ** .53 ** .42 ** .35 ** -.45 ** 
Ⅲ肯定的自己評価 -.11 -.20 * .06 -.08 .44 ** .53 ** .60 ** .36 ** .20 * -.43 ** 
Ⅳ被受容感 -.20 * -.18 * .00 -.06 .40 ** .43 ** .38 ** .70 ** .29 ** -.36 ** 
Ⅴ肯定的気分の維持願  
望 
.11  .06  .11  .07  .34 
** .33 ** .27 ** .22 ** .46 ** -.08  
DHUS下位尺度「頻度」
得点                     
Ⅰ自己に関するネガテ 
ィブな出来事 




.29 ** .35 ** .35 ** .22 ** -.05  .06  .03  .06  .14 
+ .24 ** 
Ⅲ大学生活に関するネ 
ガティブな出来事 








-.14 + -.21 ** .14 + -.05  .18 
* .37 ** .32 ** .33 ** .15 + -.38 ** 
Ⅵ対人関係に関するポ 
ジティブな出来事 
-.06  -.09  .18 
* .05  .13  .31 
** .22 ** .35 ** .19 * -.22 ** 
DHUS下位尺度「評価」
得点                     
Ⅰ自己に関するネガテ 
ィブな出来事 
-.28 ** -.30 ** -.12  -.12  .05  .15 




.01  .00  -.05  .13 
+ -.03  .01  -.07  .11  -.01  .01  
Ⅲ大学生活に関するネ 
ガティブな出来事 
-.10  -.02  -.05  -.10  -.09  -.08  -.09  .04  -.16 
+ -.06  
Ⅳ私生活に関するネガ 
ティブな出来事 
-.18 * -.17 * -.16 + -.13  .03  .04  .12  .12  -.05  -.12  
Ⅴ自己に関するポジテ 
ィブな出来事 
-.10  -.24 
** -.12  -.06  .35 
** .20 * .33 ** .21 ** .17 * -.41 ** 
Ⅵ対人関係に関するポ 
ジティブな出来事 
-.13  -.21 
** -.09  -.14 
+ .32 ** .18 * .22 ** .21 ** .18 * -.34 ** 
SDS得点 .54 ** .59 ** .18 * .39 ** -.29 ** -.33 ** -.34 ** -.25 ** -.03   .84 ** 


























独立変数 β t   R2 
当該出来事の経験頻度得点 -.14 -1.71 + .13 
1回目の調査におけるNAL第Ⅱ因子「自信喪失」 -.22 -2.56 * 
1回目の調査におけるPAL第Ⅲ因子「肯定的自己評価」 .16 2.03 * 
定数   10.37 **   

















独立変数 β t   R2 
当該出来事の経験頻度得点 -.25 -3.12 ** .06 
1回目の調査におけるNAL第Ⅳ因子「後悔と恥」 .19 2.36 * 













独立変数 β t   R2 
当該出来事の経験頻度得点 -.35 -4.49 ** .11 
1回目の調査におけるPAL第Ⅲ因子「肯定的自己評価」 -.16 -2.12 * 















独立変数 β t   R2 
当該出来事の経験頻度得点 -.27 -4.49 ** .07 














独立変数 β t   R2 
当該出来事の経験頻度得点 .28 3.78 ** .22 
1回目の調査におけるPAL第Ⅰ因子「肯定的感情表現」 .31 4.26 ** 
1回目の調査におけるNAL第Ⅲ因子「他者非難」 -.18 -2.49 * 















独立変数 β t   R2 
当該出来事の経験頻度得点 .33 4.46 ** .22 
1回目の調査におけるPAL第Ⅰ因子「肯定的感情表現」 .30 4.08 ** 
1回目の調査におけるNAL第Ⅲ因子「他者非難」 -.17 -2.39 * 
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